
 

 

 

 

 

     

◇ 

御
神
殿
の
北
側
と
東
側
の
紫
陽
花
（
あ
じ
さ
い
）

の
花
が
、
水
色
や
う
す
紅
（
く
れ
な
い
）
の
花
を
咲

か
せ
て
色
鮮
や
か
で
す
。 
先
代
典
行
宮
司
が
、
丹

精
込
め
て
植
え
た
も
の
で
す
。 
既
刊
号
（
き
か
ん

ご
う
）
の
宮
司
プ
レ
ス
第
百
二
十
四
号
に
も
詳
述

（
し
ょ
う
じ
ゅ
つ
）
し
た
も
の
を
転
載
（
て
ん
さ
い
）

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

じ
つ
は
、
日
本
原
産
の

ア
ジ
サ
イ
は
、「
あ
づ
さ
あ
い
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

て
、「
あ
づ
」
は
集
ま
る
、「
さ
あ
い
」
は
藍
色
（
あ

い
い
ろ
）
を
意
味
し
、
青
い
花
が
集
ま
っ
た
様
子
を

表
し
て
い
ま
す
。 

唐
の
時
代
の
詩
人
で
あ
る
白
楽

天
（
は
く
ら
く
て
ん
）
が
、
じ
つ
は
、
違
う
花
の
こ

と
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、「
紫
陽
花
」
と
名
付
け
て
、

漢
字
表
記
が
日
本
に
伝
わ
り
ま
し
た
。 

ア
ジ
サ
イ

は
、
か
つ
て
の
日
本
で
は
、
あ
ま
り
人
気
の
あ
る
花

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

そ
れ
は
、
白
か
ら
赤

や
青
に
次
第
に
花
の
色
を
変
え
て
い
く
の
が
特
徴

で
、「
七
変
化
」
の
別
名
が
あ
り
、
心
変
わ
り
、
無
節

操
（
む
せ
っ
そ
う
）
に
通
じ
る
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

ア
ジ
サ
イ
の
色
が
変
わ
る
の
は
、
細
胞
に
老
廃
物

（
ろ
う
は
い
ぶ
つ
）
が
た
ま
る
、
い
わ
ゆ
る
老
化
が

原
因
な
の
で
す
。 

も
ち
ろ
ん
、
他
の
植
物
も
同
じ 

     

よ
う
に
老
化
す
る
の
で
す
が
、
ア
ジ
サ
イ
ほ
ど
目
立

た
ず
、
し
か
も
、
ア
ジ
サ
イ
の
花
の
寿
命
が
極
め
て

長
い
か
ら
、
色
の
変
化
を
た
っ
ぷ
り
と
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
蔓
延

（
ま
ん
え
ん
）
は
、
先
月
号
に
も
記
述
（
き
じ
ゅ
つ
）

し
ま
し
た
が
、
私
共
の
生
活
に
、「
行
動
変
容
（
こ
う

ど
う
へ
ん
よ
う
）」
を
余
儀
（
よ
ぎ
）
な
く
さ
れ
て
い

ま
す
。 

さ
ら
に
、「
移
動
の
自
由
」、「
集
会
の
自
由
」

も
奪
わ
れ
、
旅
行
や
会
食
等
を
我
慢
し
、
自
粛
（
じ

し
ゅ
く
）
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

こ
の
コ
ロ

ナ
禍
の
一
年
と
三
ヶ
月
余
り
で
、
日
本
の
社
会
は
見

た
こ
と
の
な
い
姿
と
な
り
つ
つ
あ
り
、
紫
陽
花
と
同

じ
よ
う
に
「
七
変
化
」
の
様
相
（
よ
う
そ
う
）
を
呈

（
て
い
）
し
て
い
ま
す
。 

私
共
の
日
毎
、
折
節
（
お

り
ふ
し
）
の
祭
典
神
事
も
、
生
活
の
変
容
と
同
じ
よ

う
に
、
ま
さ
し
く
「
祭
典
変
容
」
で
あ
り
ま
す
。 

こ

の
「
変
容
」、「
自
粛
」
は
、
ま
さ
に
、「
利
他
（
り
た
）」

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

コ
ロ
ナ
禍
の
今
こ
そ
、

利
他
の
心
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 
利
他
の
追
及

が
結
局
、
自
分
自
身
も
幸
せ
に
な
れ
る
最
善
の
道
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
忘
れ
な
い
で
生
活
し
た
い
も

の
で
す
。 

作
家
の
宮
沢
賢
治
さ
ん
は
、「
世
界
中
の

す
べ
て
の
人
が
幸
福
で
な
け
れ
ば
、
幸
せ
と
は
い
え

な
い
」
と
仰
（
お
っ
し
ゃ
）
い
ま
し
た
。 

せ
め
て
、

身
近
な
大
切
な
人
の
幸
福
の
た
め
に
も
、
利
他
の
心

を
大
切
に
し
た
い
も
の
で
す
。 

◇
東
京
大
学
吉
見
教
授
は
、「
二
十
五
年
単
位
説
」
を

と
な
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

終
戦
後
か
ら
、

昭
和
四
十
五
年
ま
で
が
、「
復
興
と
成
長
」、
昭
和
四

十
五
年
か
ら
平
成
七
年
ま
で
が
、「
豊
か
さ
と
安
定
」、

さ
ら
に
、
平
成
七
年
か
ら
令
和
二
年
、
昨
年
ま
で
が
、

「
衰
退
（
す
い
た
い
）
と
不
安
」
と
位
置
付
け
る
こ

と
が
で
き
る
の
だ
そ
う
で
す
。 

そ
れ
か
ら
す
る
と
、

今
年
は
、
次
な
る
段
階
に
入
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。 

そ
の
吉
見
教
授
は
、「
コ
ロ
ナ
は
幕
末
の
黒

船
来
襲
（
ら
い
し
ゅ
う
）
だ
と
思
っ
た
ら
よ
い
」
と

の
厳
し
い
見
方
を
さ
れ
て
い
ま
す
。 

過
去
は
、
未

来
を
説
（
と
）
く
鍵
（
か
ぎ
）
で
も
あ
り
ま
す
。 

先

人
た
ち
は
、
そ
の
黒
船
来
襲
よ
り
、
攘
夷
（
じ
ょ
う

い
）
運
動
、
さ
ら
に
、
明
治
維
新
と
い
う
奇
跡
を
お

こ
し
た
の
で
す
か
ら
。 

自
然
や
時
代
の
変
化
の
中

に
身
を
置
き
な
が
ら
、
自
然
を
畏
（
お
そ
）
れ
敬
（
う

や
ま
）
い
、
そ
の
状
況
に
順
応
（
じ
ゅ
ん
お
う
）
し

た
、
先
人
た
ち
の
生
（
い
）
き
様
（
ざ
ま
））
を
今
こ

そ
、
見
習
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

そ
し
て
、

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
れ
ば
こ
そ
、「
雨
の
日
は
雨
を
聞
き

つ
つ 

風
の
日
は
風
を
聞
き
つ
つ
よ
ろ
こ
ん
で
生

き
る
」、
知
恵
を
し
ぼ
り
、
紫
陽
花
の
よ
う
に
、
し
な

や
か
に
、
対
応
で
き
る
生
活
を
送
り
た
い
も
の
で
す
。 
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彦
島
八
幡
宮 

宮
司
ニ
ュ
ー
ス 

 

発
行
者 

彦
島
八
幡
宮 

 
 
 
 
 
 

宮
司 

柴
田 

宜
夫 

 

発 

行 

令
和
三
年
六
月 

十
四
日 

      



  

◇
六
月
の
祭
典
行
事
予
定
（
報
告
も
含
む
） 

 
▼
月
次
祭 

＊
六
月
一
日
、
十
五
日 

 

▼
貴
布
祢
神
社
、
貴
布
祢
稲
荷
神
社
月
次
祭 

 
 

＊
六
月
一
日 

 

▼
海
士
郷
恵
美
須
神
社
例
祭 

＊
六
月
十
日 

 

▼
貴
布
祢
稲
荷
神
社
例
祭 

＊
六
月
十
二
日 

 
 

 

 

▼
大
祓
式
＊
六
月
三
十
日 

◇
六
月
の
宮
司
動
静
予
定
（
報
告
も
含
む
） 

 

▼
彦
島
八
幡
宮
関
係
団
体 

 
 
 

□
維
蘇
志
会
奉
仕
作
業 

＊
六
月
六
日 

 
 
 

□
奉
賛
会
茅
の
輪
奉
製
奉
仕
作
業 

 

＊
六
月
二
十
七
日 

 
 

▼
山
口
県
神
社
庁
、
同
下
関
支
部 

 
 
 

□
山
口
県
神
社
庁
教
化
部
教
化
委
員
会 

 
 
 
 

＊
六
月
十
一
日 

 
 
 

 

□
山
口
県
神
社
庁
下
関
支
部
支
部
幹
事
会 

 

＊
六
月
十
五
日 

□
山
口
県
神
社
庁
役
員
会 

 

＊
六
月
十
八
日 

□
山
口
県
神
社
庁
定
例
協
議
員
会 

 

＊
六
月
十
八
日 

 
 

▼
講
演
活
動 

 
 
 

□
山
口
県
神
社
庁
初
任
神
職
研
修
会
「
神
社
本

庁
史
」
講
義
（
一
時
限
五
十
分
授
業
の
六
コ

マ
五
時
間
） 

 

＊
六
月
十
一
日 

 

 
 
 

□
下
関
市
中
央
倫
理
法
人
会
モ
ー
ニ
ン
グ
セ

ミ
ナ
ー
卓
話 

 
 

＊
六
月
十
七
日 

 
 

▼
そ
の
他 

 
 
 

□
し
も
の
せ
き
木
鶏
ク
ラ
ブ
例
会 

 

 
 
 
 

＊
六
月
一
日 

 
 
 
 
 

※
月
刊
「
致
知
」
五
月
号
、
六
月
号
の
読

後
感
話
会 

 
 
 

 

 
 
 

□
迫
町
自
治
会
役
員
会 

 

＊
六
月
十
六
日 

 
 
 

□
社
会
福
祉
法
人
あ
ー
す
評
議
員
会 

 

＊
六
月
十
九
日 

 
 
 

□
社
会
福
祉
法
人
松
美
会
評
議
員
会 

 
 
 
 

＊
六
月
十
九
日 

 
 
 

□
人
権
擁
護
委
員
自
主
研
修
会 

＊
六
月
二
十
四
日 

 
 
 

□
色
紙
を
頒
布
（
は
ん
ぷ
）
し
て
い
ま
す 

 
 

 

 
 
 

※
上
の
写
真 

→
 

清
掃
を
終
え
た
神
域 

 
 
 

※
下
の
写
真 

→
 

消
毒
液
の
台
を
設
（
し
つ

ら
）
え
ま
し
た 

 
 


